
第１表（小） 

                     ４清清三小発 ８９号 

令和５年３月７日 

清瀬市教育委員会 殿 

学校名 清瀬市立清瀬第三小学校 

校長名     水野 恵美子 

 

令 和 ５ 年 度 教 育 課 程 

 

  標記の件について、清瀬市立学校の管理運営に関する規則に基づき､下記のとおり届け出ます。 

 

記 

 

１ 教育目標 

（１）教育目標 

人権尊重の精神を基調として豊かな知性と情操を身に付け、自主的・協力的な態度と実践力を

もつ、健康・明朗で規律正しい児童の育成を目指し、次の教育目標を設定する。  

      ◎ よく考え やりぬく子ども（重点目標） … 知  

      ・ やさしく 思いやりのある子ども    … 徳  

      ・ 明るく  元気な子ども        … 体  

これからの未来社会に生きる児童に重点的に育成すべき資質・能力を「協働問題解決能力」 

と定め、それを構成する４つの力【基礎的な力（言語、数量、情報スキル）、他者と共に考える

力、他者と共生できる力、 社会の中で実践する力】を育成し、教育目標の達成を目指す。  

（２）教育目標を達成するための基本方針 

ア 主体的・対話的で深い学び、他者との協働的な学びを通して、基礎的・基本的な知識、技能、

自ら考え判断する力、主体的に学ぼうとする意欲を身に付けさせる。  

イ  授業や学校図書館の活用を通して、読書への興味・関心をもたせ、語彙を豊かにし、様々な

情報から考えを形成し、文章等による表現に必要な読解力の基礎を身に付けさせる。  

ウ 児童の学習意欲を高め、学力の向上を図るために、全学年を通して児童の主体的・対話的で

深い学び、協働的な学びを充実させ、よりよく問題を解決できる児童の育成を図る。  

エ  児童が進んで運動できる体育学習や体育的活動を計画し、体力の向上を図る。  

オ  道徳科を要として、命・人権・福祉・国際理解等に関する学習を全教育活動を通して行い、

児童に思いやりや自己肯定感を育むと共に他者と共生しようとする意欲を高める。  

カ  三小のスタンダードやルールを活用し、児童に学習規律及び生活規律を確実に身に付けさせ

ると共に、自己指導能力（自律的活動力）を育てる。  

キ  学校支援本部の機能を充分に活用し、学んだことを進んで社会の中で実践する力を育む。  

ク 近隣小学校と連携し、外部人材を活用した教育活動を行い、豊かな心と人間性を育む。  

ケ 全教職員の共通理解のもと特別支援コーディネーターを中心とした校内委員会を機能させ、

児童の特性に応じた指導、支援の工夫やユニバーサルデザインの環境整備等、特別支援教育

の推進・充実を図る。 
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                     学校名  清瀬市立清瀬第三小学校 

２ 指導の重点 

（１）各教科、道徳科、外国語活動、総合的な学習の時間、特別活動 

ア 各教科 

・「主体的・対話的で深い学び」に向け、全教科で他者と協働的に学ぶ授業や体験的な授業

を展開し、児童の協働問題解決能力や情報活用能力の育成を図る。「三小スタンダード」

を活用し、学習規律や環境を整え、授業の構造化でどの児童にも分かる授業を展開する。 

・算数では、習熟度別少人数指導の授業形態を取り入れ、学び残しやつまずきを初期の段

階で解消し、数学的問題解決型の学習を工夫し、思考力の向上を図る。  

・朝読書や読書旬間、読書感想文応募に取り組ませて読書活動に親しませるとともに、ブ

ックトークや書評等、学年に応じた取組を工夫して多様な種類の本へ関心を広げる。  

・俳句出前講座の実施、年間を通じた俳句作り、大会への応募、作品掲示等により、俳句

に親しませ、語彙力、表現力の向上を図る。  

・東京都の体力調査の結果を受けて、外遊びを推進するとともに、持久力等の向上に向け

た体育科の授業改善や体育朝会・体力向上旬間の設定を工夫する。  

・外国語では、読むこと・書くこと等言語活動を重視し他者と共に考える力を育む。  

・一人一台端末を活用し、伝え合い、学び合う力を育てるとともに、プログラミング学習

によるプログラミング的思考を育成して情報社会への理解を高め、情報活用能力を育む。  

・生活科及び総合的な学習に関連して、横断的・総合的な学習活動を展開し、課題を発見

し探求する力を育成する。 

イ 道徳科 

・指導計画に基づき、教科書、郷土資料等を活用し、自己を見つめ、生き方について考え

を深め、思いやりや自己肯定感を育み他者と共生しようとする意欲を高める。  

・道徳授業地区公開講座は保護者や地域住民とともに「命と人権」について学ぶ場として

工夫し、道徳教育への啓発と協力を促進する。 

ウ 外国語活動 

・担任とＡＬＴの役割を明確にして児童の実態に基づいた学習を展開し、言語や文化の体

験的な理解や基本的な表現に慣れ親しませ、コミュニケーション能力の素地を養う。 

エ 総合的な学習の時間 

・地域の関連機関との連携を生かした「図書館を使った調べる学習コンクール」に出品す

る学習や教科横断的・総合的で探究的な問題解決学習を行い、他者と協働して主体的に

問題を解決する力を育て、物事の見方や自己の生き方を考えることができるようにする。 

オ 特別活動 

・委員会が推進する挨拶運動や行事等への取組を通して、よりよい人間関係、楽しい学校

生活を築こうとする実践的な態度を育てる。 

・「ぴかぴか朝会」「ふれあい集会」等縦割り班による交流活動を計画的に行い、異年齢集

団のよさを体験的に学び、リーダー性とコミュニケーション能力を育成する。 

・「学校２０２０レガシー」としてボッチャ体験に取り組み、障害者理解とスポーツ志向を

進める。 
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                     学校名  清瀬市立清瀬第三小学校 

（２）特色ある教育活動 

ア 学力向上 ○「協働問題解決能力」を中心に学力の向上を図る。  

・算数科の計算力と問題解決能力の育成に向けた校内研究を行う。 

・国語科を中心に「読む こと」に重点を置いたカリキュラムマネジメントを図り、読む

力を向上する。  

・年間を通して全学年で「俳句づくり」に取り組み、豊かな語彙力、表現力の育成を図る。  

・学校図書館を活用し、図書館支援員や図書ボランティアによる読み聞かせを通して読書

への興味関心を高めるとともに、「年間 100 冊」を目標に読書に取り組ませることで、読

解力、情報処理能力の向上を図る。  

・総合的な学習の時間や教科等の探究的な学習では、図書館支援員、図書担当教員と連携

し、関係書物や資料を充実させ、積極的に学校図書館を活用し、情報活用能力を育成す

る。  

・２年生で「読み書きの力向上プログラム」を実施し、個に応じた読み書きの力を育成す

る。 

・一人一台端末の操作方法を身に付け、ICT 機器を活用し、自己の考えを発信したり、他

者と協働して考えを広げたり深めたりして、よりよく表現する力を身に付けさせる。  

イ 豊かな心と人間性の育成 ○他者と共生できる豊かな人間性を育む。  

・ハンセン病資料館、 男女共同参画センターなどと連携した指導やゲストティーチャー

による指導を通して、児童に「命と人権」について理解を深めさせる。  

・清瀬第六小学校、清瀬第七小学校、清瀬第十小学校と連携し、「松竹梅プラス科学の力向

上プロジェクト」を行い、多彩なゲストティーチャーによる指導を通して、児童の科学

的事象への興味・関心を高めさせる。  

・サマースクールやサタデーサークルを実施し、多彩なゲストティーチャーによる指導を

通して、児童に他者と協働して主体的に問題を解決できる能力を身に付けさせると共に、

学びに向かう人間性を高め、社会的実践力を育成する。  

・体験型安全教育学習として、外部講師を招き、「SNS の安全な利用」「防災教室」「交通安

全教室」を実施し、児童に情報モラル、防災意識の育成を図る。  

ウ 地域に開かれた学校づくり ○学校支援本部と連携し、地域に開かれた学校づくりを推進 

する。  

・年間を通して学校支援本部が地域関係者や各界の専門家など多彩なゲストティーチャー

の招聘や学校ボランティアによる支援体制のマネジメントを行い、社会に開かれた学校

づくりを推進する。  

・年間を通して多彩なゲストティーチャーと関わる機会を設定し、様々な人の生き方に触

れ、自分の将来について考え、社会の中で実践する力の基礎を育てる。  

・地域の団体や施設との連携による学習を取り入れ、清瀬の自然、環境、歴史、産業等へ

の関心を高める。  

・花壇ボランティアの活動により、教育環境を整え、児童の情操教育の向上を図る。  

・漢検ボランティアの支援のもと、児童が主体的に学習に取り組める目標の設定として、

年２回の漢字検定を実施する。  
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                     学校名  清瀬市立清瀬第三小学校 

 

（３）生活指導・進路指導 

  ア 生活指導 

・「三小スタンダード」の共通理解を徹底し、児童に自分自身でよりよい生活の在り方を考

え行動できる力を育む。  

・豊かな心の育成を重点目標とし、「清瀬市いじめ防止のための行動計画」や学校の「いじ

め防止基本方針」に基づき、開発的、予防的、問題解決的アプローチを意図的計画的に

行い、いじめの予防と未然防止、早期発見を図る。 

・生活指導夕会や生活指導全体会を充実させ、全教職員がスクールカウンセラーや関係機

関と共通理解を図り、組織的に指導を行い、教育相談体制の充実を図る。  

・ふれあい月間の取組やアセスを実施することで児童の理解と対応方法、学級集団の状態

と今後の方針を把握し、適切に対応をすすめる。  

・「挨拶プラス一言運動」を全教員で行い、児童に声をかけ、温かい人間関係を築く。 

・自他の生命の安全を守る児童の育成に向けて、セーフティ教室、薬物乱用防止教室を実

施するとともに、東京防災ブック等の活用を通して実践的な安全教育・防災教育を進め

る。  

・「三小ファミリーe ルール」を活用し、保護者と連携してインターネットや SNS の適切な

利用方法について理解を深め、生活の中で情報機器を適切に活用できる力を育てる。 

イ 進路指導 

・各学年のねらいをもとに学年に応じたキャリア教育を行い、「キャリアパスポート」を活

用し、自己肯定感や向上心を高め、他者と共生できる力（人間関係形成力）の育成を図

る。 

（４）特別な配慮を必要とする児童への指導 

ア 特別支援教育の充実に関わること 

・特別支援教育の充実に向けて、都立清瀬特別支援学校や関係諸機関と連携しながら、ユ

ニバーサルデザインの視点から教室環境整備に努めるとともに、校内委員会による特別

支援教育に関する校内研修を実施し、全教員の指導の一貫性を図る。  

・週 1 回の校内委員会では、管理職や特別支援教育コーディネーター、特別支援教育担当、

生活指導主任、特別支援教室専門員、スクールカウンセラー等が情報を出し合い、特別

な支援を必要とする児童とその保護者についての対応を協議する。関係相談機関等とも

連携しながら、個に応じた支援方法を確認し、学級担任とともに支援を行う。 

イ 帰国児童や外国人児童の学校生活への適応や日本語の習得に関わること 

・帰国児童や外国人児童が学校生活に適応し、日本語の習得ができるよう、担任と日本語

指導教員、特別支援コーディネーターが連携して情報交換をし、指導の方法を検討して

いく。 

ウ 不登校児童への配慮に関わること 

・保護者との面談や関係機関との連携で得た情報を基に校内委員会で対応を協議し、児童

の状況に応じた指導を行う。 


